
宅地造成地には田畑等を造成したものと、丘陵地を造成したものがあります。
丘陵地の場合、切土、盛土を行った部分は法面処理したり、擁壁を作り、宅地の土が崩れないように造成します。
法面や擁壁擁壁擁壁擁壁はははは、、、、崩崩崩崩れをれをれをれを防防防防ぐぐぐぐ為為為為のののの土土土土のののの荷重荷重荷重荷重にににに対対対対してしてしてして安全安全安全安全なようになようになようになように設計設計設計設計されますされますされますされます。。。。
宅地の住宅の重量に、耐えるようには設計されていません。
L型擁壁の場合ベースには、土土土土のののの重重重重ささささ以外以外以外以外にににに住宅住宅住宅住宅のののの重重重重さもさもさもさも加加加加わりわりわりわり、、、、地盤地盤地盤地盤のののの弱弱弱弱いいいい造成地造成地造成地造成地ではではではでは、、、、擁壁擁壁擁壁擁壁がががが下下下下がったりがったりがったりがったり
外側外側外側外側にににに開開開開いたりしていたりしていたりしていたりして、、、、そのそのそのその結果結果結果結果、、、、住宅自体住宅自体住宅自体住宅自体のののの基礎基礎基礎基礎がががが沈下沈下沈下沈下することになりますすることになりますすることになりますすることになります。。。。
また、田畑など造成の場合盛土をし、道路面等にあわせます。盛土は締め固めをしないかぎり、強度はありません。
また、住宅の構造に必要な強度を確保するだけの締め固めができていない場合があります。
そのため、造成造成造成造成からからからから期間期間期間期間をををを経経経経ていないていないていないていない造成地造成地造成地造成地はははは、、、、地盤調査地盤調査地盤調査地盤調査のののの結果結果結果結果、、、、対策対策対策対策がががが必要必要必要必要なななな場合場合場合場合がありますがありますがありますがあります。。。。
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A社（届出事業者）が指定地盤調査会社で必要な地質調査後、造成工事を行った造成地
　引渡し後、擁壁、法面、道路等を含む造成地全造成地全造成地全造成地全てててて保証保証保証保証

AAAA社社社社がががが造成造成造成造成　　　　AAAA社以外社以外社以外社以外ののののビルダービルダービルダービルダーがががが施工施工施工施工したしたしたした例例例例

①B社が指定地盤調査会社以外指定地盤調査会社以外指定地盤調査会社以外指定地盤調査会社以外で区画ごとの地盤
調査後、建築した住宅。
基礎工事もB社が施工（（（（造成地造成地造成地造成地のののの加工加工加工加工をををを行行行行ったったったった））））
保証対象外保証対象外保証対象外保証対象外（擁壁、法面等に起因した事故を含む）
A者の（別業者追加組込契約付帯）がない場合）

②B社が届出事業者届出事業者届出事業者届出事業者となり指定地盤調査会社指定地盤調査会社指定地盤調査会社指定地盤調査会社でででで地盤地盤地盤地盤
調査調査調査調査後、施工した場合A社の（別業者追加組込契約付
帯ない場合）でも造成地に起因した事故も保証対象保証対象保証対象保証対象

③B社（届出なし）が施工、A社の（（（（別業者追加組込契別業者追加組込契別業者追加組込契別業者追加組込契
約付帯約付帯約付帯約付帯））））指定地盤調査会社指定地盤調査会社指定地盤調査会社指定地盤調査会社で区画ごとの地盤調査
後、施工）保証対象保証対象保証対象保証対象

AAAA社社社社がががが建築建築建築建築したしたしたした住宅住宅住宅住宅。。。。
（指定地盤調査会社で区画ごとの地盤
調査は必要です。）
保証対象保証対象保証対象保証対象

AAAA社社社社のののの（（（（別業者追加組込契約付帯別業者追加組込契約付帯別業者追加組込契約付帯別業者追加組込契約付帯））））のののの場合場合場合場合
B社が指定地盤調査会社指定地盤調査会社指定地盤調査会社指定地盤調査会社で区画ごとの地盤
調査後、施工
保証対象保証対象保証対象保証対象

　　　　住宅住宅住宅住宅・・・・店舗併用店舗併用店舗併用店舗併用・・・・共同住宅共同住宅共同住宅共同住宅をををを対象対象対象対象としたとしたとしたとした　【　【　【　【造成地保証造成地保証造成地保証造成地保証ののののイメージイメージイメージイメージ】】】】

造成業者・住宅事業者様向け

業界初業界初業界初業界初！！！！
造成地造成地造成地造成地まるまるまるまる
ごとごとごとごと保証対保証対保証対保証対
象象象象とすることすることすることするこ
とがとがとがとが可能可能可能可能！！！！

転倒
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２０１０－１改訂

擁壁についての一般的基準
①土圧、水圧、自重（以下土圧等）によって擁壁が破壊されないこと。
②土圧等によって擁壁が転倒しないこと。
③土圧等によって擁壁の基礎が滑らないこと。
④土圧等によって擁壁が沈下しないこと。
⑤ 降雨などの気象条件を含め長期的な土 圧の変化にも対処できるよう設計諸定数の設定
⑥擁壁の上端、下端にＵ型溝などの排水施設を設置

共通事項
１．高さが10mを超える擁壁は、原則として使用しない。使用する場合は、公的機関の審査等を得る。
２．高さが5mを超える擁壁は、地震時の安全性についても検討する。この場合、水平震度は0.25とし安全率は滑動、
　　転倒、許容支持力に対して1.0以上とする。なお、設計に用いる地震時荷重は上載荷重を考慮した上で、地震時
　　土圧あるいは常時土圧に慣性力を加えた荷重のうち大きい方とする。
３．土圧係数、摩擦係数、地盤支持力は、現地の土質に応じた適正な値を用いる。粘着力は原則として考慮しない。
　　　土圧係数は、砂質土の場合0.4を標準とし、最小値は原則として0.35とする。
　　　摩擦係数μは、砂質土の場合0.4を標準とし、最大値は原則として0.5とする。
　　　長期地盤支持力は、原則として標準貫入試験等により算出する。
　　　突起は原則として考慮しない。
　　　擁壁を設置する場所の地耐力等が設計条件を満足することを事前にﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査で確認するか、根切りを
　　　した時点でスウェーデン式サウンディング試験等を行い確認する。支持力が得られなければ設計変更を行う
　　　か地盤改良等の対策講じること。基礎杭を設ける場合は、地下水位に十分考慮し地下水位が高い場合は
　　　腐食の恐れのある材料は使用しないものとする。
４．基礎地盤に傾斜がある場合でも、擁壁底版は水平に設置する。
５．根入れ深さは、高さ辺20/100以上とする。
　　　その値が45㎝に満たないときは45㎝とする。また１mを超えるときは１mとすることができる。
６．伸縮目地は水平長さ20m程度のピッチもしくは、高さが変化する箇所等に設け、底版にも設ける。
　　　また、出隅補強端部から2mないし擁壁高さ以上離して設ける。
７．Ｌ型擁壁等の仮想背面における土圧の作用方向は、水平方向を原則とする。
　　　（上記原則をはずれる場合は、必ず事前に担当責任者と相談すること。)
８．盛土をする場合は、概ね30cm以下の厚さの層に分けて土を盛り、かつ、その層の土を盛るごとにローラー等の
　　　建設機械を用いて締め固めること。
９．宅盤における積載荷重は10kN/㎡を最低とし、実状に合わせて決定する。


